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　箱崎サテライト（旧工学部本館）の常設展示室がリニューアル
され、2026年5月16日に展示が再開されました。これを受け、
NOE部門では、前身である教材開発センターが2023年に制作し
た九州大学総合研究博物館の360°VRツアーを、今回の展示内容
に対応した形でリニューアルを進めております。
　刷新された展示では、約170万点に及ぶ収蔵資料の中から新た
に約250点が厳選され、考古学、化石、鉱物、動植物、技術史
など、多様な分野を横断する内容へと大きく生まれ変わっています。

　今回の360°VRツアーでは、これらの展示を対象に、博物館の
教員の方々にVR用ヘルメットを装着していただき、撮影と解説を
同時に実施しました。これにより、展示空間の臨場感に加え、専門
的な解説をその場で体験できるコンテンツになりました。
　当部門では、今回のリニューアルにとどまらず、収蔵品の3D
デジタル化や公開についても、今後連携して取り組んでいきたい
と考えています。新たに生まれ変わった九州大学総合研究博物館
の360°VRツアーを、ぜひご体験ください。

九州大学総合研究博物館360°VRツアーのリニューアル

マルチバース社会デザイン研究拠点プロジェクト（MulSHIP）との連携
　2026年5月15日に大橋キャンパスを
訪問しました。現在、大橋キャンパス
では「マルチバース社会デザイン研究
拠点プロジェクト（M u l S H I P）」が
進められており、当NOE部門も本プロ
ジェクトに参画しています。
　見学では、溶接・塗装・木工などの
工房をご案内いただきました。これら
は普段なかなか目にすることのできな
い専門的な空間であり、高度な設備と

実践的な制作環境が整っている点が
印象的でした。
　当部門が関わるデジタルコンテンツ
制作では、こうした現場の魅力や活動
の様子を伝えることで、将来ここで
学びたいと考える学生が、学びの具体
的なイメージを描けるようなコンテンツ
につなげていきたいと考えています。
　今回の訪問は、今後の連携や制作の
方向性を考える良い機会となりました。

九州大学総合研究博物館360°VRツアー（リニューアル後もこちらのURLで公開予定です） https://www.museum.kyushu-u.ac.jp/VR/index.html
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ワークショップを開催します
　DX推進本部・NOE部門では、8月28日（金）にワークショップを開催します。10:00～12:00に「ビデオ機材利用者向けワークショップ」、14:00～16:00
より「360°VR動画教材作成ワークショップ」を行います。会場は中央図書館3階のNOE部門会議室で、各ワークショップの定員は最大10名です。

*申し込みなどの詳細につきましては、後日、全学に向けてアナウンスいたしますので、今しばらくお待ちください。

WORKSHOP2026

　DX推進本部・NOE部門では、学内教職員向けにビデオ機材等
の貸し出しサービスを提供しています。本ワークショップで
は、貸し出し機材の中でも特に利用頻度の高いビデオ機材の
使用方法を広く周知することを目的としています。録画・
撮影、機材の設定、配線・分配、ソフトウェアの活用から実際の
配信まで、実践的な内容をわかりやすく解説いたします。
　撮影や配信などですぐに活かせる内容です。ぜひこの機会
にご参加ください。

ビデオ機材利用者向けワークショップ
　DX推進本部・NOE部門では、最新の情報通信技術（ICT）や
オンラインコミュニケーション技術（OCT）を活用し、分野の
特性に応じた没入感の高い次世代型デジタル教材や高臨場感
の授業システムの研究開発を進めています。本ワークショップ
では、360°VR動画の豊富な情報量を活かし、教育効果の高いコ
ンテンツの制作方法について、わかりやすく解説いたします。
　360°VR動画を実際に撮影してVRゴーグルで確認できる貴重
な機会です。ぜひご参加ください

360°VR動画教材作成ワークショップ

092-802-6107 (内線6107)noe_tech@icer.kyushu-u.ac.jpお問い合わせ https://noe.icer.kyushu-u.ac.jp/mooc/URL

公募 講義担当教員の募集についてMOOC

　このたび、新たにMOOC講義をご担当いただける
教員を募集いたします。
　NOE部門では、これまでオンライン教育の推進の
一環として、JMOOC（Japan  Mas s i ve  Open  On l i n e  
C o u r s e）による講義配信を行ってきました。
　2 0 14年以降、これまでに10講座（再開講を含め
のべ11講座）を開講しています。日本語による講義に
英語字幕を付与するなど、国際発信にも力を入れて
おり、その結果、修了率は27～38％と、海外の一般的
なMOOCと比較しても高い水準を達成しています。
　MOOCは、ご自身の研究成果や教育内容を国内外
の幅広い学習者に発信できる貴重な機会です。
 これまでにご担当されてきた講義や、先生ご自身が
すでにお持ちの教材・講義構成等をもとに、映像
教材として発信してみたいとお考えの方のご応募を
お待ちしております。

　講義制作にあたっては、NOE部門のスタジオにて
撮影を行い、先生ご自身がお持ちの講義資料や内容
をもとに映像化を進めながら、撮影・編集・字幕など
についてもスタッフが支援いたしますので、初めての
方でも安心してご参加いただけます。
　この機会に、ご自身の研究・教育内容を広く社会
に発信する場としてご活用いただければ幸いです。
ぜひお気軽にお問い合わせください。


